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4　週４回以上の更新 A　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　８０％以上

3　週３回以上の更新 B　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　７０％以上

2　週２回以上の更新 C　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　５５％以上

1　週２回未満の更新 D　学校評価アンケート③「情報発信」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上のクラスで意識して取組を実施 A　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上のクラスで意識して取組を実施 B　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上のクラスで意識して取組を実施 C　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　５５％以上

1　意識した取組を実施したクラスが70％未満 D　学校評価アンケート④「教育活動公開」肯定的評価　５５％未満

4　計画の90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　８０％以上

3　計画の80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　７０％以上

2　計画の70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％以上

1　計画の70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート①「地域連携教育活動」肯定的評価　５５％未満

4　必要情報の90％以上を周知・意見交換 A　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　８０％以上

３　必要情報の８0％以上を周知・意見交換 B　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　７０％以上

２　必要情報の７0％以上を周知・意見交換 C　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　５５％以上

1　必要情報の70％未満を周知・意見交換 D　学校評価アンケート②「地域との一体化」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケートで８０％以上が「分かりやすい授業」と回答

3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケートで７０％以上が「分かりやすい授業」と回答

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケートで５５％以上が「分かりやすい授業」と回答

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケートで「分かりやすい授業」との回答が５５％未満

4　90％以上の授業で意識して指導 A　学校評価アンケート⑦「基礎基本の定着」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の授業で意識して指導 B　学校評価アンケート⑦「基礎基本の定着」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で意識して指導 C　学校評価アンケート⑦「基礎基本の定着」肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の授業で意識し指導 D　学校評価アンケート⑦「基礎基本の定着」肯定的評価５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケートで８０％以上が「夢４を発揮して学習した」と回答

3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケートで７０％以上が「夢４を発揮して学習した」と回答

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケートで５５％以上が「夢４を発揮して学習した」と回答

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケートで「夢４を発揮して学習した」との回答が５５％未満

4　90％以上の単元で実施 A　児童アンケートで８０％以上が肯定的な回答

3　80％以上の単元で実施 B　児童アンケートで７０％以上が肯定的な回答

2　70％以上の単元で実施 C　児童アンケートで５５％以上が肯定的な回答

1　70％未満の単元で実施 D　児童アンケートで肯定的な回答が５５％未満

4　年間活動計画の90％以上で実施 A　児童アンケートで８０％以上が肯定的な回答

3　年間活動計画の80％以上で実施 B　児童アンケートで７０％以上が肯定的な回答

2　年間活動計画の70％以上で実施 C　児童アンケートで５５％以上が肯定的な回答

1　年間活動計画の70％未満で実施 D　児童アンケートで肯定的な回答が５５％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　児童アンケートで８０％以上が「自分を見つめられた」と回答

3　80％以上の指導場面で実施 B　児童アンケートで７０％以上が「自分を見つめられた」と回答

2　0％以上の指導場面で実施 C　児童アンケートで５５％以上が「自分を見つめられた」と回答

1　70％未満の指導場面で実施 D　児童アンケートで「自分を見つめられた」との回答が５５％未満

4　全ての道徳授業で実施 A　学校評価アンケート⑭「豊かな心の涵養」で８０％以上が肯定的な回答

3　９０％以上の道徳授業で実施 B　学校評価アンケート⑭「豊かな心の涵養」で７０％以上が肯定的な回答

2　８０％以上の道徳授業で実施 C　学校評価アンケート⑭「豊かな心の涵養」で５５％以上が肯定的な回答

1　８０％未満の道徳授業で実施 D　学校評価アンケート⑭「豊かな心の涵養」での肯定的な回答が５５％未満

4　人権教育・いじめ防止教育を月１回以上指導 A　学校評価アンケート⑫「豊かな心の涵養」で８０％以上が肯定的な回答

3　人権教育・いじめ防止教育を学期に２回に以上指導 B　学校評価アンケート⑫「豊かな心の涵養」で７０％以上が肯定的な回答

2　人権教育・いじめ防止教育を学期に１回以上指導 C　学校評価アンケート⑫「豊かな心の涵養」で５５％以上が肯定的な回答

1　人権教育・いじめ防止教育を年２回以上指導 D　学校評価アンケート⑫「豊かな心の涵養」で肯定的な回答が５５％未満

4　計画の90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート⑲「食習慣・生活習慣」肯定的評価　８０％未満

3　計画の80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート⑲「食習慣・生活習慣」肯定的評価　７０％以上

2　計画の70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート⑲「食習慣・生活習慣」肯定的評価　５５％以上

1　計画の70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート⑲「食習慣・生活習慣」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケート「進んで運動した」で肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケート「進んで運動した」で肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケート「進んで運動した」で肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケート「進んで運動した」で肯定的評価　５５％未満

4　全ての指導場面で実施
A　学校評価アンケート⑯「安全意識の育成」㉑「校内環境」で肯定的評価　８０％以
上

3　９0％以上の指導場面で実施
B　学校評価アンケート⑯「安全意識の育成」㉑「校内環境」で肯定的評価　７０％以
上

2　８0％以上の指導場面で実施
C　学校評価アンケート⑯「安全意識の育成」㉑「校内環境」で肯定的評価　５５％以
上

1　８0％未満の指導場面で実施
D　学校評価アンケート⑯「安全意識の育成」㉑「校内環境」で肯定的評価　５５％未
満

4　90％以上の必要情報に対して実施 A　学校評価アンケート⑤「学校の相談体制」で肯定的評価　８０％未満

3　80％以上の必要情報に対して実施 B　学校評価アンケート⑤「学校の相談体制」で肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の必要情報に対して実施 C　学校評価アンケート⑤「学校の相談体制」で肯定的評価　５５％以上

1　70％未満の必要情報に対して実施 D　学校評価アンケート⑤「学校の相談体制」で肯定的評価　５５％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評語A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評語B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評語C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評語D

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

教職員参加型の学校運営協議会を実施し、
本校の教育活動の周知および情報共有を図
る。

A

　成果指標評価基準

毎学期家庭と連携した「元気もりもりウィーク」
を実施し、生活リズムの定着や健康教育・食
育を推進する。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

〇情報の精選及び異学年間の情
報共有を目的とした学校だよりと
学年だよりの一元化を図った。配
布物が精選され全校の様子が分
かるという評価を得て、昨年度比
＋５Ｐとなった。
〇「あゆみ」の所見に替えて、個
人面談を増やした。また学校公開
後に保護者会を設定した。これら
の取組により、保護者と直接的に
コミュニケーションを図る機会を増
やすことができ、高評価につな
がった。
〇昨年度の実績を生した地域人
材活用に教員がその学習効果を
実感し、ＶＣと連携して新たな人材
発掘につながり昨年度比＋２Ｐと
なった。

学校公開、学校行事での直接公開とともに、
保護者会や個人面談でより具体的な発信を
行う。

A A

地域学校協働本部と連携して、地域人材、地
域教材を活用した学習を全学年で実施する。

学校教育目標  　〇深く考える子ども（自分で学ぶ　みんなで学ぶ）　　　　〇粘り強い子ども（なりたい自分をめざし　やり抜く）
　　　　　　　　　　　　　〇助け合う子ども（違いを理解し　力を合わせる）　　　　〇元気な子ども（望ましい運動習慣　生活習慣）

○目指す学校像・・・・・・・・①児童が将来への希望を抱いて、主体性と自律性をはぐくむ学校　　②多様な人との協働的な関わりを通して自己の価値を見出し、成長し合える学校
○目指す児童・生徒像・・①自己肯定感を高め、なりたい自分に向かって目標をもち、学びに向かう子供　②互いを認め合い、学び合う子供
○目指す教師像・・・・・・①児童への愛情と、職務へのやりがいをもって自分を向上させながら指導ができる教師　②日常的なＯＪＴを活用し、教育集団として学び合う教師

地域学校協働本部を活
用した、地域教材や地域
人材等を活用した体験
的学習を実施する。

A A

重点目標の成果と課題
（成果）〇地域学校協働本部の効果的な運用により、全学年で学習に有用な地域人材の活用を図り、キャリア教育で育成すべき４つの能力を伸長することができた。
〇家庭・地域・同窓会と連携し、児童が「未来につなぐ　新たな伝統」のスローガンのもと、１５０周年を祝い、自分たちの学校を誇りに思う心情を醸成できた。
（課題）自ら学び続ける力の育成を目指し、キャリア教育4つの能力を礎としながら基礎学力の定着を徹底する。

学校関係者評価の評価基準例
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目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

教育活動の発信や授業
等の公開を積極的に行
い、教育活動への理解
を図る。

学校だより、学年だより、専科だよりやホーム
ページで、教育活動のねらいや状況を具体的
に発信する。

豊
か
な
心
の
涵
養

道徳の授業を通して、道徳的価値に対して自
分を見つめ直し、道徳的実践力を育てる。

B

A

Ａ

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

日常的な運動及び健康
教育・食育の充実を図
り、体力の向上を図る。

A

B

B

A

C

A

A

体力テストの結果分析をもとに、基礎体力向
上を図る体育授業の改善を行うとともに、毎学
期運動能力向上月間を実施する。

安全な校内環境を整え、
自分の命は自分で守る
安全教育の実施と危機
管理体制を確立する。

年間計画に則った安全な校内生活指導や交
通安全指導を行う。また、安全点検の事後処
理を速やかに行う。

毎週月曜日の生活指導夕会で、児童の問題
行動や校内での配慮事項等の情報を共有し、
組織的な指導体制で、問題の未然防止と早期
解決を図る。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

自己理解と他者理解を
通して、児童の自己有用
感を高める。

縦割り班活動等の異学年交流、委員会、クラ
ブ活動、学校行事等で児童による自治的活動
を展開する。

全教育活動においてキャリア教育を推進し、
なりたい自分を目指し、自分を見つめ、振り返
る場を設定する。

自分と他者双方の生命
を大切する心、道徳性、
規範意識を育む。 全教育活動において人権感覚の育成を図りと

ともに、いじめをしない、させない、許さない、
見逃さない生活指導を徹底する。

学習への興味・関心を高
め、主体的・対話的に学
ぶとともに、次の学び向
かう子供を育成する。

　授業改善を進め、基礎
的・基本的な知識及び技能
の確実な習得と思考力、判
断力、表現力等の育成とと
もに、主体的・対話的で深
い学びを実現する。

授業改善シートを活用し、時間の構造化、視
覚化を用いた授業改善を図る。

児童の学習状況を把握し、個に応じた指導を
徹底することで、基礎基本の定着を図る。

キャリア教育４つの能力を活用し、児童が学
びへの意欲と学びの価値を見出せる授業を行
う。

ICT機器等を活用して、学びを深め、広げる協
働的な授業を行う。

確
か
な
学
力
の
育
成

A

２０２４年度　町田市立南第一小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

〇教員は、それぞれの児童
に応じた指導に努力してい
るが、一定の理解度に達し
ていない児童がいる。
〇低学年の補習教室は効
果的であった。他の学年で
も実施できるとよい。
〇学校は、楽しく学べる環
境を日々創意工夫してい
る。アウトプットすることで再
確認しながら学習を深めら
れるとよい。
〇教員・児童が「夢４」のビ
ジョンを共通認識しているの
で、保護者も同じ熱量で連
携できるとよい。

〇多様性や他者の理解は
学校という集団生活だから
こそ学べる。学校行事は児
童が成長する良い機会であ
るため、限られた時間を工
夫して継続してほしい。
〇困っている人を助ける子
供の姿をよく見かける。他者
を思いやる心が育っている
と感じる。
〇自信がなかったり、失敗
を恐れてしまう児童がまだ
まだいる。自己有用感を高
めるキャリア教育は大切で
ある。
〇染髪やピアス、服装等、
保護者と学校とが意見交換
する場を設定してみるとよい

〇元気もりもりウィークは、定期
的に生活習慣を点検する良い
機会となっている。
〇学期ごとの運動週間は、頑張
ろうという気持ちが育つ良い取
組である。
〇児童の体力向上に力を入れ
ている。生活習慣は家庭による
ところが大きいため、学校ででき
ることには限りがあり難しい。
〇教職員で児童の状況を常に
共有し、迅速に対応できている。
多様性の時代、その子にとって
何がベターかを考えて対応でき
るとよい。
〇ＳＮＳの問題については、保
護者協力のもと現状を把握する
実態調査を行ってみてはどう
か。保護者自身が我が子が使う
携帯等への向き合い方を考える
必要がある。

Ａ

Ａ

Ｂ

「できる・分かる・参加す
る」授業に向け、授業の4
つの重点に基づくユニ
バーサルデザイン化を
推進する。

〇保護者にとって分かりやすい情
報発信を目指し、学校だよりの内
容項目の見直しを行う。また、各
教員の指導方針や児童の様子の
理解を図るために、学級通信や専
科だよりの作成・発信を行う。

〇地域学校協働本部や学校運営
協議会の活動を推進し、地域人
材や地域教材の活用だけではな
く、学校から地域のためになる取
組を児童主体に創造し、発信して
いくことで、相互連携を推進する。

〇自己申告時に授業改善シート
による自己点検及び具体的改善
策を検討する機会を設け、ＵＤ授
業が定着してきた。児童アンケー
ト昨年度比＋８Ｐにつながった。
〇朝学習、家庭学習、全校テスト
対策等の反復学習や、補習指導
等を行ったが、下位層児童に課題
が残る。昨年度比ー５Ｐとなった。
〇学習のねらいや次につなげる
振り返りをキャリア教育の視点で
取り組むｊ授業を行った結果、９
０％の児童が自己認知を意識して
学習に向かうことができた。
〇対話的な活動を取り入れた授
業は全教員が行ったがＩＣＴを活用
した協働的な授業はできていない
ため、評価値は横ばい。

〇児童が自ら学びに向かう力を
育成するために、基礎学力の定
着を目指した「南一学習スタン
ダード」を確立し、学校と家庭が連
携を一層強化する。

〇町田市授業改革推進に向けた
研修内容の実践に努め、児童一
人一人が自分の学習スタイルを
理解し、自らの学習目標達成のた
めにどのように学ぶのかを考え、
選択する授業を推進する。

〇学びを深め広げる協働学習の
実現に向けた効果的なＩＣＴ活用
の具体的な実践事例について、Ｉ
ＣＴ推進教員を中心に校内研修を
行い、授業改革を進める。

〇時程を工夫し、縦割班の活動時間を
増やしたり、児童の思いを生かした委
員会・クラブ作りを行った結果、児童の
９８％が肯定的回答をしており、昨年度
比＋３Ｐとなった。
〇明確に目標をもち、そのためにどう
するのかを常に考えさせ、事後の振り
返りを徹底した結果、児童の肯定的評
価は９０％強。
〇道徳授業や全教育活動において、
道徳的価値について考えさせてきた
が、実践力の育成に課題が残り、教
員、保護者ともにＢ評価となった。
〇人権的配慮や人権感覚を大切にし
た教育活動推進の様子の情報発信不
足、家庭との連携不足が、Ｂ評価につ
ながっている。

〇全教育活動において、キャリア
教育を礎とすることで、児童の自
己理解の深化を図り、互いを尊重
し合う心を培う。

〇特活での異学年活動や学習活
動での異学年交流、異校種間交
流等を通して、多様な人との関り
や多様な価値観に触れ、豊かな
心の醸成を図る。

〇異学年との交流をはじめ、地域
人材・外部人材等多様な人との関
わりを通して、様々な人の価値観
や生き方について考える機会と
し、人権感覚を伸長する。

学校経営の重点　　○学校地域の協働的な活動を推進し、全教育活動でのキャリア教育の充実を図ることで、児童の健やかな心と主体的に学びに向かう力を育成す
る。

83

90

90

〇日頃から分かりやすい、理解
しやすい情報開示や説明がされ
ており、学校の前向きな姿勢が
感じられる。
〇教職員の努力の姿が保護者
の評価につながっている。
〇多くの地域の方々の協力で、
貴重な体験学習ができていた。
〇地域で顔を合わす人と学校で
も会った、という声を子供から聞
く。地域とのつながりを感じ安心
である。
〇全ての児童が習い事等の体
験ができるわけではないため、
学校での多様な学習活動は大
切である。他の学年の活動動画
等の発信があってもよい。

そ
の
他

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。

4

4

3.6

4

3.1

3.1

〇健康教育強化月間中は、指導も活
性化するが、継続的な指導となってい
ないため、教員評価はＢとなっている。
〇体力向上月間は計画的に実施した
が、体力向上や運動に親しむ体育授
業実践に課題がある。児童の外遊び
率も６０％強程度となっており、教員・
児童ともにＢ評価となっている。
〇児童への生活指導とともに家庭に情
報発信することで、連携した生活指導
に取り組んだ。学校評価昨年度比＋４
Ｐにつながった。
〇児童の状況について、校内共有体
制は徹底でき、組織的な対応を行って
きたが、保護者にとって相談しやすい
環境づくりには課題が残った。昨年度
比－６Ｐ。

2.9

3.7

3.5

3.2

4

83

75

73

98

〇家庭と連携して、児童に望まし
い運動習慣、生活習慣を身に付
けさせるために、毎学期「元気もり
もりウィーク」や「体力向上週間」
では、児童にめざす姿を明確にさ
せた取組と振り返りを大切にさせ
るとともに、体育部による体育指
導校内研修を行い、体育授業の
質の向上を図る。

〇全教職員で児童理解を図る場
や校内委員会を定例で確実に実
施するとともに、保護者と良好なコ
ミュニケーションを図りながら、連
携できるように、細やかな情報発
信を行い、保護者が相談しやすい
環境を整える。B

A

B

93

94

83

89

94

4

3.1

3.3

3.8

4

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


